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第
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議

長

大
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理

森

殿

衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
事
故
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
事
故
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
宮
城
県
沖
地
震
発
生
の
昭
和
五
十
三
年
以
降
」
の
「
各
地
震
」
に
お
け
る
「
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊

に
よ
る
人
身
事
故
」
の
件
数
及
び
当
該
事
故
に
よ
る
死
者
数
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
大
阪
府
北
部
地
震
」
に
お
け
る
お
尋
ね
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
事
故
」
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
高
槻

市
に
お
い
て
究
明
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
政
府
」
の
「
行
政
上
の
不
作
為
に
よ
る
責
任
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
防
止
に
資
す
る
施
策
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
平
成
七
年
十
月
に
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築
物
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
に
つ
い
て
の
所
有
者
の
努
力
義

務
を
定
め
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
を
第
百
三
十
四
回
国
会

一



に
提
出
し
、
同
法
案
は
、
同
国
会
に
お
い
て
、
同
月
に
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
平

成
十
八
年
に
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
号
）

に
よ
る
改
正
後
の
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
建
築
物
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
平
成
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第

百
八
十
四
号
）
を
定
め
、
地
震
時
の
安
全
対
策
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
団
体
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
防
止
に
つ

い
て
の
改
善
指
導
に
努
め
る
べ
き
と
し
、
国
は
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
団
体
に
対
し
必
要
な
助
言
や
情
報
提
供
等
を
行
う

こ
と
と
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
方
針
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
及
び
市
町
村
耐
震
改
修
促
進
計

画
の
策
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
地
震
時
の
危
険
箇
所
の
点
検
等
を
通
じ
て
住
宅
・
建
築
物
の

耐
震
化
の
た
め
の
啓
発
活
動
や
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
・
撤
去
等
の
取
組
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
り
、
必
要
に
応

じ
、
町
内
会
等
と
の
連
携
策
に
つ
い
て
も
定
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
実
際
に
策
定
さ
れ
た
都
道
府

県
耐
震
改
修
促
進
計
画
や
市
町
村
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
お
い
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
の
危
険
性
に
関
す
る
啓
発
や
倒

壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
善
の
指
導
の
実
施
等
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
例
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。ま
た
、

同
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
九
年
八
月
に
、
各
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
、
「
建
築
物
防
災
週
間
に
お
け
る
防
災
対
策
の
推

二



進
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
九
年
八
月
十
六
日
付
け
国
住
防
第
五
号
国
土
交
通
省
住
宅
局
長
通
知
）
を
発
出
し
、
同
通
知
に
お

い
て
、
同
月
三
十
日
か
ら
同
年
九
月
五
日
ま
で
の
「
建
築
物
防
災
週
間
」
の
重
点
事
項
の
一
つ
と
し
て
「
住
宅
・
建
築
物
の

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
の
促
進
」
を
掲
げ
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
診
断
の
実
施
等
を
依
頼
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
省
に
お

い
て
は
、
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
係
る
建
築
物
の
所
有
者
等
が
行
う
改
修
等
に
対
し
て
地
方
公
共
団
体
が
補

助
を
行
っ
た
場
合
は
、
当
該
補
助
を
行
っ
た
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
を
交
付
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
特
に
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
策
定
し
た
「
小
学
校
施
設
整
備
指
針
」
の

平
成
十
五
年
八
月
の
改
訂
等
に
よ
り
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
学
校
施
設
の
計
画
及
び
設
計
に
お
け
る
留
意

事
項
と
し
て
、
十
分
な
耐
震
性
能
を
持
た
せ
て
計
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
旨
及
び
囲
障
等
に
つ
い
て
は
十
分
な
耐
用
性

や
地
震
時
の
安
全
性
を
確
保
す
る
よ
う
設
計
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
旨
を
示
し
た
り
、
公
立
学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
強

化
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を
交
付
す
る
等
し
て
、
囲
障
を
含
め
た
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
推

進
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
省
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
に
発
出
し
た
「
既
存
学
校
施
設
の
維
持
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て

（
依
頼
）
」
（
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
付
け
二
十
二
施
施
企
第
四
号
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
施
設

企
画
課
長
通
知
）
等
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）

三



等
に
基
づ
く
学
校
施
設
の
点
検
を
実
施
し
、
そ
の
維
持
管
理
を
適
切
に
実
施
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
外
構
施
設
」
の
「
耐
震
化
の
実
施
状
況
と
耐
震
化
率
な
ど
の
現
状
」
に
つ
い
て
は
、
同
省
に

お
い
て
、
平
成
三
十
年
六
月
十
九
日
に
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
学
校
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ
い
て

耐
震
対
策
の
状
況
等
に
係
る
安
全
点
検
及
び
必
要
な
安
全
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
依
頼
し
、
同
月
二
十
九
日
に
、
そ
れ
ら
の

進
捗
状
況
の
調
査
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
そ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
単
独
で
建
て
ら
れ
る
場
合
も
、
防
火
地
域
と
準
防
火
地
域
は
建
築
確
認
が
義
務
付
け

ら
れ
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
外
に
お
い
て
建
築
物
を
建

築
し
た
後
に
当
該
建
築
物
に
附
属
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
又
は

第
六
条
の
二
第
一
項
の
確
認
（
以
下
「
建
築
確
認
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
必
要
は
な
く
、
現
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う

な
場
合
に
建
築
確
認
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
考
え
は
な
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
建
築
確
認
申
請
」
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
主
事
へ
の
通
知
の

四



こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
御
指
摘
の
「
大
阪
府
北
部
地
震
」
に
お
け
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
事
故
」
の
原
因
等
に
つ

い
て
は
、
大
阪
府
高
槻
市
に
お
い
て
究
明
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
事

故
に
係
る
詳
細
な
事
実
関
係
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
「
建
築
確
認
申
請
」
に
係
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
建
築
確
認
を
受
け
ず
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物
に
つ
い
て
も
、
同
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
行
政
庁

（
同
法
第
二
条
第
三
十
五
号
に
規
定
す
る
特
定
行
政
庁
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
の
求
め
に
応
じ
て
建
築
物
の
所
有
者
等

が
行
う
建
築
物
の
構
造
等
に
関
す
る
報
告
等
に
よ
り
、
建
築
基
準
法
令
の
規
定
等
に
違
反
し
て
い
る
か
否
か
が
把
握
さ
れ
得

る
も
の
で
あ
り
、
特
定
行
政
庁
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
建
築
物
の
所
有
者

等
に
対
し
て
、
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
等
と
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し

て
は
、
各
特
定
行
政
庁
に
お
い
て
、
違
反
建
築
物
対
策
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

五


